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• 市長の諮問に応じ、本市の総合振興計画の策定に関し必要な事項を審議するた
め、さいたま市総合振興計画審議会条例（平成14年条例第１号）に基づき設
置。

• 委員総数 ３８名

内訳：学識経験を有する者１３名、関係団体の代表者１８名、市民代表者（令
和６年度市民ワークショップ参加者）６名、関係行政機関の職員１名

■ 総会 ：審議会の機関としての意思決定を行う。

■ 部会 ：審議会の審議内容を分掌するため、３つの部会を設置し、
より具体的な審議については、主に部会において行う。

①調整部会
複数の部会に関係する事項の調整
※会長、会長職務代理者、第１及び第２部会の部会長・副部会長で構成

②第１部会
「各分野の政策と施策」（環境、健康・スポーツ、教育、生活安全、福祉、子ども・子育て、

文化）、 「将来都市構造」、「重点戦略」、「各区の特性と将来像」

③第２部会
「各分野の政策と施策」 （コミュニティ・人権・多文化共生、都市インフラ、防災・消防、経

済・産業）、「質の高い都市経営の実現」（市民協働・公民連携、高品質経営市役所）、
「将来都市構造」、「重点戦略」、「各区の特性と将来像」

総合振興計画審議会の構成と進め方

総合振興計
画審議会
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検討の進め方

• 総合振興計画基本計画の政策ごとに、社会経済状況の変化等の捉え方や、市で検討してい
る対応の方向性を確認いただき、変化等に見落としているものはないか、今後の方向性は
適切か検討いただく。

●検討手順

市から委員への
説明・質疑応答

１
市より各政策における社会経済状況の変化
等の捉え方や、市で検討している対応の方
向性を説明する

変化等の捉え
方、今後の方向
性について検討

２

変化等に見落としているものはないか、今
後の方向性は適切か検討する

（例）・見落としている変化はないか
・今後の方向性は適切か
（不足している取組はないか、より注力すべ
き取組はあるか）

基本計画での
対応検討

３
基本計画策定以降の変化等を踏まえた基本
計画での対応を検討する

４
答申の取りまと

め
部会での検討を踏まえ、答申（基本計画の
中間見直し案）の検討を行う

主
に
部
会
で
検
討

総
会
で
検
討

※部会には所管課も出席

部会資料イメージ
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第１回（10月７日）

●計画策定以降の社会経済状況の変化等について

第３回（１月20日）

●答申案について

第２回（12月23日）

●答申素案について

答申（１月）

令和６年

令和７年

第１部会・第２部会（10月～11月）

●各分野等における見直し内容について

調整部会（12月）

審議会スケジュール
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部会審議スケジュール（案）

第１回

第１部会 第２部会

10月21日（月）

・部会長選出
・第１回総会における委員意見について
・分野別計画の検討

環境、健康・スポーツ、生活安全、文化

10月24日（木）

・部会長選出
・第１回総会における委員意見について
・分野別計画の検討

防災・消防、経済・産業
・質の高い都市経営の実現

第２回

12月11日（水）

各部会で出された意見の調整等

11月13日（水）

・第１回部会における委員意見について
・分野別計画の検討

コミュニティ・人権・多文化共生、
都市インフラ

・質の高い都市経営の実現

第３回

11月25日（月） 11月22日（金）

・第１回、第２回部会における委員意見への対応について

・「将来都市構造」、「重点戦略」及び「各区の特性と将来像」に係る検討

※第１部会、第２部会とも同じ資料をご確認いただきます。

※「重点戦略」は、第２期「さいたま市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を兼ねています

調整部会

11月11日（月）

・第１回部会における委員意見について
・分野別計画の検討

教育、福祉、子ども・子育て
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